
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)45, 325-326(1992)

上 族 用 枠 付 ネ ッ トの 開 発

石 井 正 市

(山形県蚕糸総合研究センター)

Improvement of Framed Net like a Flat Plate forヽ 40unting

Syouichi lsHII

(Yamagata Sericultural Research Center)

1 は じ め に

上藤は作業が短時間に集中し,広い作業場所を必要とす
る。省力的といわれている自然上族法は蚕座の整備に多大

の労働力を費やし,ま た,上族温度に影響されることから

必ずしも安定した技術とはいえない。一方,条払い上族は

落下蚕を少なくするため振込み場所が大きく必要となり,

規模拡大の陰路となっている。

振込み等の作業場所を確保する点から,蚕座の移動のは

有効な方法だが,蚕座を屋外に運びだして作業する場合は

天候に左右される。

そこで,熱蚕振込み及び簾吊下げ作業の能率化並びに作

業場所の縮小をねらいとして,上族用資材 (こ こでは上族

用枠付ネットと仮称する)の開発を行ったのでその概要を

報告する。

2試 験 方 法

開発は,現行の回転族に取り付けが可能で,熟蚕の落下

防止ができる製品であることとし,その使用により熟蚕振

込み場所のX/1ヽと族吊下げ作業の促進が図られるようにし

た。併せて,現行の作業体系に組込みが可能な内容である
ことを前提とした。組み立ては,農家自身ができるように

した。製作は日本養蚕機材株式会社に依頼した。

試験は1991年晩秋蚕期と1992年春蚕期に行った。

3 試験結果及び考察

開発した上族用枠付ネットの構造は写真 1に示したとお

りである。 aは直径1911m,肉 厚08mの パイプ (移動蚕座
等に使用しているパイプ)で ,長辺1185m,短辺58cm長
さの枠を作り,こ れにbの55× 48皿綱目の樹脂性ネット

(マユトピアに使用しているネット)を , Cのパッカーで
止め,dのパイプ枠吊金具を取り付け,回転族に装着でき
るようにした。回転族への取付けは,dの金具を回転族の
フックに引っ掛ける構奪とした。枠付きネットの取付け時

間は2人で行えば 1～ 2秒間で行えた。

熟蚕の振込みは写真 2に示すように,上族用枠付ネット

を装着した回転族に熟蚕を振込み,更にこの上に同様の回

転族を積み重ねて熟蚕を振込み,こ のようにして回転族を

3段まで積み重ねることが可能であった。このため振込み

場所は1/3に縮小した。

写真 2 熟蚕の振込み状況

一方,回転族に 卜藤用枠付ネットを装着すれば,振込ん
だ熟蚕は落下しないで,振込み直後でも族の吊下げは可能
であった。従って,振込み後熟蚕がボールに遣上がるまで

族を放置していた過程が不必要となり上族作業の時間が大

幅に短縮し,さ らに,振込み作業場所の3/1ヽにもつながり,
本製品の大きな利点になるものと考えられる。

熟蚕のポールヘの登族は,写真 3に示すように,肉眼観
察で,振込み 2時間後では約80%が,同 16時間後ではほぼ

全ての熟蚕が登族した。このとき枠付ネット上の残蚕数は,

写真 4にあるように回転族 1組当たりで平均1欧 あった。
振込み蚕数は1300頭を目標としたことから残蚕数は1%で
あった。この程度の残蚕数ではその拾い取り作業は全く問

題にはならなかった。さらに,16時間経過後でもボールと

写真 1 上族用枠付ネットの構造lAlと 外柳D
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枠付ネットの間に営繭した蚕はみられなかった。蚕糞や尿

は枠付けネット上には殆ど残らず網目をくぐって尿受器に

落下することから取扱い上の障害は認められなかった。な

お,振込み16時間後に観察したのは,前日の午後 4時に熟

蚕を振込み・ 吊下げて,翌日の午前 8時に観察したためで

ある。

写真4 振込み16時間後の残蚕

表 1 登族及び結繭状況

1     13     990    985    962    193    242

2     12     990    986    954    1 94    238

3     17     987    979    969    1 94    239

平成 1年 晩秋蚕期,蚕品種 :錦秋×鐘和.振込み蚕数 :

1300頭目標,例数 1, 3:族 2組, 2:護 3組供試

一方,枠付ネットを取付けた状態で族は回転しないため,
熟蚕の這上がりをみて取外すことが必要であり,その時期

は上記の結果や肉眼観察からみて,熟蚕の揃いにも影響さ

れるが,熟蚕振込み 5～ 6時間後で可能と思われた。 した

がって,5齢起蚕時に蚕の経過を早口・遅口に分けておれ
ば 1枚の上萩用枠付ネットは2回の使用が可能と考えられ

る。枠付ネットの取外し作業は,2人 1組で数秒間ででき
た。

上族用枠付ネットを使用した場合の登涙および結繭状況

は表 1に示したとおりで,繭質などへの影響は全く認めら

れなかった。

阿部。が開発した板付回転族は,振込み場所の縮小と吊

下げ時間の短縮は図られたが,ベニヤ板であったため,糞・

尿の堆積が多くなり板の取り外しに問題が残ることを報告

している。また,丸山・嬬木のは回転族に装着する上族簡

易ネットを開発した。簡易ネットと今回の上族用枠付ネッ

トとを比較してみると,第 1に簡易ネット方式はタルミが

生じやすく登族率に影響する。第 2は簡易ネット方式は回

転族への取付け箇所が多いため,ネ ットの取付けと取外 し

が煩わしいと考えられる。第 3は上族用枠付ネットの装着

は回転族の種類を問わないが,簡易ネット方式は木枠の族
のみを主な対象としていること等が指摘される。一方,上
族用枠付ネットは価格がやや高くなり,保管場所も簡易ネッ

トより広く必要とすること等が短所であると思われた。

4 ま と め

上族作業能率の向上と作業場所の縮小をねらいとして
,

上族用枠付ネットの開発を行い次の結果を得た。

0)開発した製品は,農家自身で組立が可能であり,水
洗い。消毒等に支障はなかった。製品は回転族の下面にあ

て吊下げ金具で族に装着して使用した。

(21 枠付ネットの使用により回転族を 3階まで積み重ね

て熟蚕を振込むことが可能となり,作業場所が従来の 1/
3に縮小できた。

3)枠付ネットを使用すると熟蚕が落下しないので,振
込み直後でも族の吊下げが可能となり,作業時間が大幅に

短縮された。

14)枠付ネットは熟蚕振込み 5～ 6時間後に取外しが可

能となった。また,回転族への取付け・取外し作業は 2人

で行えば数秒間でできた。

(51 枠付ネット使用による繭質への悪影響は全くみられ

なかった。
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写真 3 振込み16時間後の登族状況
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